
 新年が始まり、1 ヶ月がたちました。現在、3 年

生では進路実現をめざし、各高校の入試に挑んでい

るところです。そんな大切な時期を迎え、後期後半

開始集会では、校長先生から、「読解力」を問う問題

として、以下の質問がありました。 

 

 

 

 

 

 

 

質問に対して、古賀中生は、③の回答が多く見ら

れました。「エルブルス山」が実在の山なのか、架空

の山なのかに迷い、この問題文だけでは判断できな

いと、③を選ぶ生徒が多かったようです。 

しかし、ここで「問題を作った側の意図」を推察

し、「文章から読み取ることが求められている」こ

とを考える必要があります。文章から判断すれば、

エルブルス山は実在の山だと「推論」でき、「①正し

い」が唯一の正解となります。 

日本経済団体連合会が発表してい 

る毎年の調査によると、企業が新入 

社員の選考で重視している要素の 

一位が「コミュニケーション能力」 

です。社会の中で人と関わる際には、円滑なコミュ

ニケーションが必須であり、相手の意図を読み解く

「読解力」は、そのコミュニケーションを支えます。

まずは、情報を正確に読み取っておくことで、円滑

なコミュニケーションにつながります。 

未来をたくましく生き抜く古賀中生の皆さんに

は、今後この読解力を高めてほしいと思います。文

章を読み解く際には、読解力を高めるポイント「①

声に出して読む②書き写す③キーワードをさがす」

の視点を心がけ、努力を重ねてほしいと思います。 

１月２６日（木）、１、２年生で百人一首大会を行

いました。1年生は、「百人一首を初めて知った」と

いう生徒も多く、百人一首を一首でも多く覚えよう

と和歌を繰り返し読むことで、日本語のもつリズム

の美しさを体感していました。また、各クラスで国

語の時間や放課後に練習を重ねるごとに、上の句で

札をとる姿も多く見られるようになりました。何よ

りも、百人一首を楽しみながら、皆で協力し、クラ

スで心をひとつに取り組む良さを味わうことがで

き、素敵な思い出がまたひとつ増えました。 

 

 

 

 

 

２年生が美術の授業で制作した「地域応援横断幕」

が完成しました。すべての地域の皆様の幸せを願い、

地域を応援し元気にするため、各学級１枚ずつ、計

８枚の横断幕を制作しました。生徒全員がデザイン

し、学級で選ばれた代表のデザインをグループで分

担して描きました。現在、来校される方々に見てい

ただけるように校舎内の窓に掲示しています。 

２月３日（金） 

に地域に向けて 

３号線側フェン 

スに掲示します。 

古賀中学校から 

すべての地域の 

皆様の幸せを応 

援しています。 

「エベレストは世界で最も高い山である。」 

 上記の文に書かれたことが正しいとき、以下

の文に書かれたことは正しいか。「正しい」「まち

がっている」これだけからは「判断できない」の

うちから答えなさい。 

  エルブルス山はエベレストより低い。 

①正しい ②まちがっている ③判断できない 
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２月及び３月上旬の主な行事 

 

 

 １２月２３日（金）に生徒会役員退任式が行われ

ました。今年度の生徒会スローガンは「常進」。３年

ぶりの行事だけでなく、古賀中マスコットキャラク

ター制作や校則の見直しなど新たなチャレンジを

常に進めました。生徒会役員のおかげで、充実した

学校生活へとつながりました。以下に、生徒会長の

自見千夏さんの退任の言葉を紹介します（一部抜粋）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 生徒会役員退任式に引き続き、生徒会役員認証式

が行われました。新役員の紹介と新生徒会長の四方

堂翼さんのあいさつを紹介します（一部抜粋）。 

新しい生徒会役員の活躍を期待します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇『Free Wear Friday』は TPOに応じた身だしなみに  

ついて考える日です。新生徒会がネーミングを考え、  

生徒一人ひとりが自分の考えをもつ機会として、第 

１，第３金曜日に設定しています。 

◇２月の部活動生の完全下校は、５時間の日…
17:10、６時間の日…17:50となっています。 

２月 ３日（金） 

私立高校前期入試 

Free Wear Friday 

※３年生給食なし 

   ７日（火） 県立高校推薦入試 

８日（水） 
県立高校推薦入試 

KSR(Koga Study Room) 

９日（木） 

学年末考査（１・２年） 

KSR(Koga Study Room) 

※１年生弁当 

１０日（金） 学年末考査（全学年） 

１１日（土） 私立高校後期入試 

１６日（木） いじめアンケート 

１７日（金） Free Wear Friday 

  ２１日（火） 学校運営協議会 

  ２２日（水） 中央専門委員会 

  ２４日（金） 
古賀竟成館高校入試 

※３年生弁当 

  ２８日（火） ２年生職業人に学ぶ 

３月 ３日（金） Free Wear Friday 

７日（火） 県立高校一般入試 

８日（水） 

県立高校一般入試 

※全学年午前中授業、給食なし

12:45下校 

    

９日（木） 
卒業式会場準備・リハーサル 

※全学年給食なしで午前中下校 

  １０日（金） 
第７６回卒業証書授与式 

※１・２年生は自宅学習 

生徒会役員退任式・認証式 

長いようで短かったこの一年を無事に終えることが

できて今はとてもほっとしています。 

 ３月に、コロナ禍においても立ち止まらずに進んでい

けるように、という思いを込めた生徒会スローガン「常

進」を掲げました。しかし、実際には初めて経験するこ

とばかりで立ち止まることの多い一年間でした。 

特に、生徒会役員として一番最初に迎えた大きな行事

である体育会では、生徒会役員として、また、最高学年

としての在り方に何度も悩まされました。そんなときに

生徒会スローガン「常進」を思い出し、前に進むため、

生徒会役員やブロック長を中心に、時間が許す限り話し

合いを重ねました。その結果、体育会スローガン「輝跡」

にふさわしい一人ひとりが輝く体育会をつくりあげる

ことができました。９月には、校則見直しに向けた臨時

生徒総会を行いました。校則は何のためにあるのか、今

の時代に適した校則とはどんなものか一人ひとりが深

く考え生徒総会で議論した結果、ほとんどの項目で校則

が改正されました。校長先生からも「自由を獲得するこ

との裏には大きな責任がある」というお話がありまし

た。本当にその身だしなみで良いのか、もう一度見直し

てほしいと思います。１０月の合唱コンクールでは、「証

〜響かせよう虹色の歌声〜」のスローガンのもと、各ク

ラス実行委員を中心に練習してきた成果を発揮し、これ

まで築き上げてきたクラスの絆を証明することができ

ました。他にも、古賀中キャラクター制作などこれから

の古賀中に残っていくものに関わることができて本当

に嬉しかったです。 

 最後になりますが、私たちの活動に協力し、参加して

くれた皆さんのおかげで最後まで進み続けることがで

きました。一年間本当にありがとうございました。 

【新生徒会役員紹介】 
生徒会長     四方堂  翼  さん 

副会長      中西 優里菜  さん 

副会長      古賀  柊哉  さん 

書記       平山  英恵  さん 

生活委員長    平川  優希  さん 

整美委員長    永井  桃羽  さん 

保健衛生委員長  平井   陽  さん 

給食委員長    中村  伊吹  さん 

体育委員長    杉光 虹の実   さん 

図書委員長    原田  大志  さん 

３年生の皆さん、一年間お疲れさまでした。皆さんの

姿、行動を体育会や合唱コンクールで見てきて、今から

動き出す私たち生徒会役員に最高のお手本を見せてくれ

ました。ありがとうございました。私たちは、皆さんか

ら引き継いだ伝統を継続しながら、一人でも悲しい思い

をすることがないよう、また自分のことも友だちのこと

も大切に考え、行動できる古賀中学校にしていきます。

先生たちに頼るばかりでなく、自分たちの課題は自分た

ちで考え、改善できるような取り組みを行ったり、仲間

思いな行動をとれる取り組みを行ったりします。誰もが

安心して学校生活が送れるよう、それぞれの委員会で考

えていきます。私自身も、気を引き締めて一度決めたこ

とは最後まで貫き通していきますので、今年一年間よろ

しくお願いします。 
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